
2024年度 実務経験のある教員等による授業科⽬⼀覧＜⼼理科学科＞
科⽬名 単位数 実務経験を活かした当該授業科⽬への展開

保健体育 （A） 2
主として⼩学校において、教諭及び管理職として業務に従事した経験があり、その実務経験を活か
して、学校現場や児童・⽣徒の実態や様⼦も踏まえながら、より具体的な授業を⾏う。

体育実技 （D） 1 ⾼等専⾨学校教員、⾼校・⼤学トレーナー
体育実技 （E） 1 ⾼等専⾨学校教員、⾼校・⼤学トレーナー
体育実技 （F） 1 ⾼等専⾨学校教員、⾼校・⼤学トレーナー

発達⼼理学 （⼼） 2
公認⼼理師、臨床⼼理⼠として⼦育て⽀援や発達⽀援の現場に関わってきた経験に基づき、講義を
⾏う。

⼼理学的⽀援法 （⼼） 2
授業においては児童相談所児童⼼理司、児童福祉施設・障害者施設等公務員⼼理職の実務経験に基
づく事項等を紹介して、実践的な知識・情報の提供も⾏う。

肢体不⾃由者の⼼理・⽣理・病理 2

⼤阪府⽴肢体不⾃由校において教諭として主に⾃⽴活動の指導業務に従事した経験があり、その
後、教頭・⼤阪府教育センター特別⽀援教育研究室にて主任指導主事・室⻑及び府⽴⽀援学校⻑３
校の従事経験がある。その実務経験や肢体不⾃由児者の臨床及び指導経験を活かして肢体不⾃由児
者の⼼理・⽣理・病理についての授業を⾏う。

精神保健と社会福祉 2

市町村保健センターの障害児者相談員や障害児者相談⽀援専⾨員での発達障害・精神障害などへの
ソーシャルワーク実践経験からメンタルヘルスに関する様々な社会資源や多職種・多機関連携のあ
り⽅について教授する。スクールソーシャルワーカー、⾼校教員、保育所保育⼠、障害児通所施設
保育⼠の実践経験を通して⼦どもや保護者に関わるメンタルヘルスについて教授する。

地域福祉と包括的⽀援体制Ⅱ 2
ボランティアセンターや社会福祉法⼈本部においてソーシャルワーカーとして業務に従事した経験
があり、その実務経験を⽣かして授業を⾏う。

ソーシャルワークの理論と⽅法（専⾨）Ⅰ
（精神） （⼼理）

2

市町村保健センターの障害児者相談員や障害児者相談⽀援専⾨員での発達障害・精神障害などへの
ソーシャルワーク実践経験から多職種連携のあり⽅や社会資源の活⽤の仕⽅などソーシャルワーク
の具体例について解説を⾏う。スクールソーシャルワーカー、⾼校教員、保育所保育⼠、障害児通
所施設保育⼠の実践経験を通して⼦ども⽀援のあり⽅、特に教育・福祉・医療との連携や⼦育て⽀
援に関する具体例を⽤いてソーシャルワークの難しさと可能性について伝える。

ソーシャルワークの理論と⽅法（専⾨）Ⅱ
（精神） （⼼理）

2

市町村保健センターの障害児者相談員や障害児者相談⽀援専⾨員での発達障害・精神障害などへの
ソーシャルワーク実践経験から多職種連携のあり⽅や社会資源の活⽤の仕⽅など実習で役に⽴つよ
うな知⾒を教授する。スクールソーシャルワーカー、⾼校教員、保育所保育⼠、障害児通所施設保
育⼠の実践経験を通して⼦ども⽀援のあり⽅、特に教育・福祉・医療との連携等、実習で役に⽴つ
ような知⾒を教授する。

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ（精神） （⼼
理）

2

市町村保健センターの障害児者相談員や障害児者相談⽀援専⾨員での発達障害・精神障害などへの
ソーシャルワーク実践経験から多職種連携のあり⽅や社会資源の活⽤の仕⽅など実習で取り組むべ
きことを具体的にイメージしやすい授業を⾏う。スクールソーシャルワーカー、⾼校教員、保育所
保育⼠、障害児通所施設保育⼠の実践経験を通して⼦ども⽀援に関する実習先でのソーシャルワー
カーの役割等について具体的にイメージしやすい授業を⾏う。

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ（精神） （⼼
理）

2

市町村保健センターの障害児者相談員や障害児者相談⽀援専⾨員での発達障害・精神障害などへの
ソーシャルワーク実践経験から実習に活かすための知⾒を教授する。スクールソーシャルワー
カー、⾼校教員、保育所保育⼠、障害児通所施設保育⼠の実践経験を通して⼦ども⽀援、特に教
育・福祉・医療との連携等のあり⽅に関する知⾒を教授する。

福祉⼼理学 （A） 2

公認⼼理師の資格を持ち、市町村保健センターの障害児者相談員や障害児者相談⽀援専⾨員での発
達障害・精神障害などへの⼼理・福祉相談援助の実践経験から多職種連携のあり⽅や社会資源の活
⽤の仕⽅など⼼理職と他の専⾨職との協働のあり⽅について教授する。スクールソーシャルワー
カー、⾼校教員、保育所保育⼠、障害児通所施設保育⼠の実践経験を通して⼦ども⽀援のあり⽅、
特に教育・福祉・医療との連携の重要性について教授する。

福祉⼼理学 （B） 2

公認⼼理師の資格を持ち、市町村保健センターの障害児者相談員や障害児者相談⽀援専⾨員での発
達障害・精神障害などへの⼼理・福祉相談援助の実践経験から多職種連携のあり⽅や社会資源の活
⽤の仕⽅など⼼理職と他の専⾨職との協働のあり⽅について教授する。スクールソーシャルワー
カー、⾼校教員、保育所保育⼠、障害児通所施設保育⼠の実践経験を通して⼦ども⽀援のあり⽅、
特に教育・福祉・医療との連携の重要性について教授する。

障害者・障害児⼼理学 （⼼） 2
児童相談所、障害者施設、障害福祉⾏政担当者としての実務経験をもとに、障害全般にわたっての
基本的知識や、⼼理社会的課題、必要な⽀援について講義します。

教育・学校⼼理学 2

担当教員は、⼤阪⼤学付属病院精神神経科、三国ヶ丘病院、⼤阪府池⽥保健所箕⾯⽀所、⼤阪府⾨
真市福祉事務所、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨床⼼理業務の従事した経験があり、その実務
経験を活かして、⼈間の発達過程における⼼理学的障害、とりわけ、集団適応が困難な⾃閉スペク
トラム症、特異的発達症、注意⽋如／多動症等の臨床的特徴、研究史及びその社会的・認知的・⾏
動的・情緒的障害に対するアプローチについて、現状での問題点を様々な最近の研究から明らかに
し、より統合的アプローチについて可能な限り具体的な事例を取り上げて論じる授業を⾏う。



公認⼼理師の職責 2 科⽬担当者は、公認⼼理師資格を有し、過去に「司法・犯罪分野」での実践活動がある。

こどもの⼼理学 2
担当教員は、⼦どもや親⼦の⼼理⽀援に従事した経験があり、その実務経験を活かして講義を⾏
う。

⼼理学特殊講義Ⅱ 2
周産期医療センターで調査研究や相談業務をしたことがあり、その経験からの話を織り込むことが
ある。

⼼理学特殊講義Ⅲ 2
周産期医療センターで調査研究や相談業務をしたことがあり、その経験からの話を織り込むことが
ある。

インクルーシブな発達⼼理学 2

担当教員は、⼤阪⼤学付属病院精神神経科、三国ヶ丘病院、⼤阪府池⽥保健所箕⾯⽀所、⼤阪府⾨
真市福祉事務所、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨床⼼理業務の従事した経験があり、その実務
経験を活かして、⼈間の発達過程における⼼理学的障害、とりわけ、集団適応が困難な⾃閉スペク
トラム症、特異的発達症、注意⽋如／多動症等の臨床的特徴、研究史及びその社会的・認知的・⾏
動的・情緒的障害に対するアプローチについて、現状での問題点を様々な最近の研究から明らかに
し、より統合的アプローチについて可能な限り具体的な事例を取り上げて論じる授業を⾏う。

感情・⼈格⼼理学Ⅱ 2

医療機関において⼼理職としてアセスメント業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして
講義を⾏う。担当教員は、⼤阪⼤学付属病院精神神経科、三国ヶ丘病院、⼤阪府池⽥保健所箕⾯⽀
所、⼤阪府⾨真市福祉事務所、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼
⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨床⼼理業務の従事した経験が
あり、その実務経験を活かして、⼈間の発達過程における⼼理学的障害、とりわけ、集団適応が困
難な⾃閉スペクトラム症、特異的発達症、注意⽋如／多動症等の臨床的アセスメントについて、可
能な限り具体的な事例を取り上げて論じる授業を⾏う。

⼼理テストⅠ 1 担当教員は、医療、教育、福祉領域の⼼理アセスメントの実務経験を持つ。

健康・医療⼼理学Ⅱ 2

担当教員は、⼤阪⼤学付属病院精神神経科、三国ヶ丘病院、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼
⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨
床⼼理業務の従事した経験があり、その実務経験を活かして、各⼼理臨床領域におけるイメージを
⽤いた⼼理療法について紹介し、⼼理臨床の中でのイメージの役割について可能な限り具体的な事
例を取り上げて論じる授業を⾏う。

健康教育学原論 （⼼） 2 ⼤阪府⼼の健康総合センター⼼理技師としてストレスマネジメント教育の実践を9年間実施した。

司法・犯罪⼼理学 2 担当教員は、家庭裁判所調査官の資格を有する者であり、現場に即した講義の展開を⽬指す。

⼼理学研究法Ⅲ 2
⽶国の教育機関におけるリサーチ部⾨にて業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして、
⽂献の読み⽅や内容理解の⽅法について講義を⾏う。

精神保健福祉の原理Ⅱ （⼼理） 2

市町村保健センターの障害児者相談員や障害児者相談⽀援専⾨員での発達障害・精神障害などへの
ソーシャルワーク実践経験から多職種連携のあり⽅や社会資源の活⽤の仕⽅などソーシャルワーク
に関する基本的考え⽅について教授する。スクールソーシャルワーカー、⾼校教員、保育所保育
⼠、障害児通所施設保育⼠の実践経験を通して⼦ども⽀援のあり⽅、特に教育・福祉・医療との連
携の重要性について教授する。

精神保健福祉制度論 2
精神科医療機関及び障害福祉サービス事業所にて相談業務に従事した経験があり、その実務経験を
活かして各領域における精神保健福祉⼠の実践や感じるジレンマについても授業で取り扱う。

研究演習Ⅰ （⼼B） 2
公認⼼理師・臨床⼼理⼠として主に保健医療領域において⼼理臨床活動に携わってきた。その実務
経験を踏まえての授業を⾏う。

研究演習Ⅰ （⼼H） 2

担当教員は、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨床⼼理業務の従事した経験があり、その実務経験
を活かして、「発達診断と発達臨床⼼理学的⽀援」をテーマとして、特に⾃閉性スペクトラムおよ
びその周辺の発達障害への治療・教育的介⼊と環境との関連性について学ぶとともに、臨床実践に
繋がる卒業論⽂の作成指導を⾏う授業を⾏う。

研究演習Ⅰ （⼼J） 2 担当教員は⼼理⽀援に従事した経験がありその実務経験を活かして講義を⾏う。

研究演習Ⅱ （⼼A） 2
科⽬担当者は、家庭裁判所調査官の資格を有していることから、少年⾮⾏や家族の揉め事の実践に
対応してきた。

研究演習Ⅱ （⼼B） 2
公認⼼理師・臨床⼼理⼠として主に保健医療領域において⼼理臨床活動に携わってきた。その実務
経験を踏まえて具体的な授業を⾏う。

研究演習Ⅱ （⼼H） 2

担当教員は、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨床⼼理業務の従事した経験があり、その実務経験
を活かして、「発達診断と発達臨床⼼理学的⽀援」をテーマとして、特に⾃閉性スペクトラムおよ
びその周辺の発達障害への治療・教育的介⼊と環境との関連性について学ぶとともに、臨床実践に
繋がる卒業論⽂の作成指導を⾏う授業を⾏う。

研究演習Ⅱ （⼼J） 2 担当教員は⼼理⽀援に従事した経験がありその実務経験を活かして講義を⾏う。

研究演習Ⅲ （⼼A） 2
科⽬担当者は、家庭裁判所調査官資格を有しており、⾮⾏少年や家族の抱える諸問題に造詣が深
い。

研究演習Ⅲ （⼼B） 2
公認⼼理師・臨床⼼理⼠として主に保健医療領域において⼼理臨床活動に携わってきた。その実務
経験を踏まえて具体的な授業を⾏う。



研究演習Ⅲ （⼼G） 2

担当教員は、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨床⼼理業務の従事した経験があり、その実務経験
を活かして、「発達診断と発達臨床⼼理学的⽀援」をテーマとして、特に⾃閉性スペクトラムおよ
びその周辺の発達障害への治療・教育的介⼊と環境との関連性について学ぶとともに、臨床実践に
繋がる卒業論⽂の作成指導を⾏う授業を⾏う。

研究演習Ⅲ （⼼I） 2
担当教員は公認⼼理師として⼼理⽀援に従事した経験があり、その実務経験を活かして講義を⾏
う。

研究演習Ⅳ （⼼A） 2  科⽬担当者は、家庭裁判所調査官の資格を有し、少年⾮⾏や家事事件への造詣が深い。

研究演習Ⅳ （⼼B） 2
公認⼼理師・臨床⼼理⼠として主に保健医療領域において⼼理臨床活動に携わってきた。その実務
経験を踏まえて具体的な授業を⾏う。

研究演習Ⅳ （⼼G） 2

担当教員（櫻井）は、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘ
ﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨床⼼理業務の従事した経験があり、その
実務経験を活かして、「発達診断と発達臨床⼼理学的⽀援」をテーマとして、特に⾃閉性スペクト
ラムおよびその周辺の発達障害への治療・教育的介⼊と環境との関連性について学ぶとともに、臨
床実践に繋がる卒業論⽂の作成指導を⾏う授業を⾏う。

研究演習Ⅳ （⼼I） 2 担当教員は⼼理職として⼼理⽀援に従事した経験がありその実務経験を活かして講義を⾏う。
ソーシャルワークの基盤と専⾨職 B 2 ソーシャルワーカーとして精神科の病院で12年間働いた経験をもとに授業を⾏う。

地域福祉と包括的⽀援体制Ⅰ 2
ボランティアセンターや社会福祉法⼈本部においてソーシャルワーカーとして業務に従事した経験
があり、その実務経験を⽣かして授業を⾏う。

障害者福祉 （福・⼼） 2
障害福祉サービス事業を展開している複数の社会福祉法⼈・特定⾮営利活動法⼈の研修講師、オブ
ザーバー、コンサルタントの経験および⾏政機関から依頼された障害者虐待防⽌に関する研修講師
の経験があり、その実務経験をいかして障害者福祉の理念や法制度について授業を⾏う。

現代の精神保健の課題と⽀援Ⅰ 2
精神科診療所、精神科病院、教育現場、司法福祉領域など臨床と福祉実践、及びスーパービジョン
や障害ピアサポート等の実践研究などの経験を⽣かした授業を⾏う。

現代の精神保健の課題と⽀援Ⅱ 2
精神科診療所、精神科病院、教育現場、司法福祉領域など臨床と福祉実践、及びスーパービジョン
や障害ピアサポート等の実践研究などの経験を⽣かした授業を⾏う。

多様化する家族の⼼理学 2
講義担当者は、1年半の児童相談所での勤務、更には14年間の家庭裁判所等の司法機関での勤務歴
があり、実践に即した授業を展開する。

おとなの⼼理学 2
保健医療領域において臨床⼼理⼠・公認⼼理師として⼼理臨床活動に従事しており、その実務経験
を活かして実際的な⼼理臨床の現状も紹介しながら授業を⾏う。

ソーシャルワークの理論と⽅法Ⅰ 2
⾃治体における福祉施設整備に関する審査会や事業者選定に関する委員会等の委員としての経験を
活かして、福祉の現場で求められるソーシャルワーカーの価値や倫理、専⾨的な視点や⽅法につい
ての授業を⾏います。

ソーシャルワークの理論と⽅法Ⅱ 2
幼児から⻘少年、障がい児の野外活動やグループワークの実践場⾯を取りまとめる業務に従事した
経験があり、その実務経験から集団の特性や集団⼒学を活⽤した個々の能⼒の引き出し⽅について
考える授業を⾏う。

権利擁護を⽀える法制度 （福） 2
特別養護⽼⼈ホームにおいてSW（在宅部⾨ディレクター）として業務に従事した経験があり、その
実務経験を活かして権利擁護やそれにまつわる法制度についての授業を⾏う。

⼼理臨床と⾯接 2 担当教員は、医療、教育、福祉領域におけるカウンセリングの実務経験を持つ。

マーケティング⼼理学 2
映像制作会社における実務経験があり、「マーケティング⼼理学」に関する講義に知⾒を活かして
いる。

コマーシャル・アドデザイン⼼理学 2
映像制作会社における実務経験があり、「コマーシャル・アドデザイン⼼理学」に関する講義に知
⾒を活かしている。

⾏動分析学と認知⾏動療法 2
現在も児童・放課後デイサービスや訪問サービス事業において公認⼼理師として応⽤⾏動分析を⽤
いた療育に従事しており、その実務経験を活かして⾏動原理の基礎から臨床について授業を⾏う。

⼼理的アセスメントⅠ （⼼）（2021年度以
前⼊学⽣⽤）

1

医療機関において⼼理職としてアセスメント業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして
講義を⾏う。司法機関である家庭裁判所において、⼼理職としてアセスメント業務に従事した経験
があり、その実務経験を活かした講義を⾏う。担当教員は、⼤阪⼤学付属病院精神神経科、三国ヶ
丘病院、⼤阪府池⽥保健所箕⾯⽀所、⼤阪府⾨真市福祉事務所、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中
央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員と
して臨床⼼理業務の従事した経験があり、その実務経験を活かして、⼈間の発達過程における⼼理
学的障害、とりわけ、集団適応が困難な⾃閉スペクトラム症、特異的発達症、注意⽋如／多動症等
の臨床的アセスメントについて、可能な限り具体的な事例を取り上げて論じる授業を⾏う。



⼼理的アセスメントⅠ （⼼）（2022年度以
降⼊学⽣⽤）

2

医療機関において⼼理職としてアセスメント業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして
講義を⾏う。司法機関である家庭裁判所において、⼼理職としてアセスメント業務に従事した経験
があり、その実務経験を活かした講義を⾏う。担当教員は、⼤阪⼤学付属病院精神神経科、三国ヶ
丘病院、⼤阪府池⽥保健所箕⾯⽀所、⼤阪府⾨真市福祉事務所、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中
央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員と
して臨床⼼理業務の従事した経験があり、その実務経験を活かして、⼈間の発達過程における⼼理
学的障害、とりわけ、集団適応が困難な⾃閉スペクトラム症、特異的発達症、注意⽋如／多動症等
の臨床的アセスメントについて、可能な限り具体的な事例を取り上げて論じる授業を⾏う。

⼼理的アセスメントⅡ 1
福祉領域や保健医療領域において⼼理臨床活動に携わってきた。それを踏まえて実際的なアセスメ
ントの授業を⾏う。

⼼理演習 （⼼） 1 担当教員は、医療、教育、福祉、産業領域の実務経験を持つ。

⼼理演習Ⅱ 1

担当教員は、⼦供⼼⾝医療研究所、奈良県中央・⾼⽥児童相談所および奈良県⼼⾝障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝｾﾝﾀｰにて、臨床⼼理⼠および⼼理判定員として臨床⼼理業務の従事した経験があり、その実務経験
を活かして、発達障害や不登校事例を踏まえ、その臨床⼼理学的⽀援技法を実践的に習得させる授
業を⾏う。担当教員（荒⽊）は、児童⼼理司の実務経験に基づく事項等を紹介して、実践的な知
識・情報の提供を⾏う。

症例から学ぶ⼼の病とその⽀援 2
担当教員は医療、教育、福祉領域における⼼理⽀援に従事した経験があり、その実務経験を活かし
て講義を⾏う。

学習障害・注意⽋陥多動性障害概論 2
特別⽀援学校において発達障害のある⽣徒担当の教諭として業務に従事した経験があり、その実務
経験を活かして、発達障害の⼼理学的特徴や学習⾯および⼼理⾯の⽀援などについて授業を⾏う。

⼼理学と職業 1
講義担当者である教員は、両名ともに⼤学以外での社会経験があり、就職活動に関する知識には⻑
けている。

社会福祉概論 （A） 2
障害者施設や⽼⼈福祉施設において組織運営管理者として従事した経験があり、その経験を活かし
て、具体的な場⾯を紹介しながら授業をすすめる。

基礎科学概論 2
病院において⾔語聴覚⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして、保健・医
療・福祉に必要な物理学の基礎知識についての授業を⾏う。

⼼理実習 （⼼） 2 担当教員は、医療、教育、福祉、産業、司法領域の実務経験を持つ。
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